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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
な
わ
れ
て
い
る
大
規

模
栽
培
に
つ
い
て
、
前
回
は
栽
培
か
ら
収

穫
ま
で
の
流
れ
を
説
明
し
た
。
今
回
は
、

機
械
化
さ
れ
た
大
麻
草
（
以
下
、
麻
）
の

一
次
加
工
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

収
穫
後
に
運
搬
し
や
す
い
よ
う
に
ま
と

め
ら
れ
た
麻
の
わ
ら
束
は
、
一
次
加
工
場

へ
運
ば
れ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
状
ま
た
は
ベ
ー

ル
状
の
麻
茎
は
、
靭
皮
部
の
繊
維
と
木
質

部
の
オ
ガ
ラ
が
混
合
し
た
状
態
で
あ
る
。

こ
れ
を
繊
維
と
オ
ガ
ラ
に
分
離
し
、
不
織

布
や
建
築
材
、
動
物
用
敷
料
、
製
紙
原
料
、
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
な
ど
の
最
終
用
途

（
完
成
品
）
に
要
求
さ
れ
る
品
質
を
満
た

す
た
め
に
、
一
次
加
工
場
で
は
次
の
よ
う

な
工
程
が
必
要
と
な
る
（
図
１
、
図
2
）。

●
前
処
理
工
程

　

投
入
す
る
材
料
の
品
質
に
よ
る
が
、
前

処
理
ラ
イ
ン
へ
の
麻
茎
投
入
量
は
１
時
間

当
た
り
最
大
２
ｔ
で
あ
る
。

①
給
装
テ
ー
ブ
ル

　

ま
ず
こ
こ
に
原
料
を
投
入
す
る
。

②
ベ
ー
ル
開
繊
機

　

長
方
形
の
ブ
ロ
ッ
ク
、
円
形
の
ベ
ー
ル

の
両
方
を
扱
え
る
。
石
を
分
離
す
る
た
め

日
本
で
麻
農
業
を
は
じ
め
よ
う

聞
い
て
お
き
た
い

大
麻
草
の
正
し
い
知
識

本
連
載
で
は
、
大
麻
草
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
博
士
号
を
取
得
し
た
赤
星
栄

志
氏
が
、
科
学
的
な
視
点
で
こ
の
植
物
の
正
し
い
知
識
を
解
説
し
、
国
内
で
の

栽
培
、
関
連
産
業
の
可
能
性
を
伝
え
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例
紹
介
の
２
回
目

は
、
収
穫
後
の
一
次
加
工
ラ
イ
ン
の
大
型
設
備
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
70�

～

80�

億
円
規
模
の
麻
市
場
を
担
う
現
場
で
の
作
業
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い

る
の
か
。

連　載

10
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
規
模
栽
培
の
方
法
②

の
格
子
が
あ
る
。

③
コ
ン
ベ
ア
ベ
ル
ト

　

結
合
金
属
探
知
機
に
よ
り
自
動
的
に
金

属
を
除
去
す
る
（
図
3
）。

④
ブ
レ
ー
カ
ー
（
砕
茎
機
）

　

オ
ガ
ラ
と
繊
維
部
を
分
離
す
る
。
繊
維

構
造
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
オ
ガ
ラ
を
何

回
も
つ
ぶ
す
は
た
ら
き
を
す
る
。

⑤
ペ
ダ
ル
・
シ
ェ
ー
カ
ー

　

分
離
し
た
オ
ガ
ラ
の
除
去
を
行
な
う
。

●
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
程

⑥
ク
リ
ー
ナ
ー
（
除
塵
機
）

　

つ
ぶ
さ
れ
た
木
質
部
（
破
片
）
を
空
気

搬
送
に
よ
っ
て
取
り
除
く
。

⑦
コ
ム
・
シ
ェ
ー
カ
ー

　

残
っ
た
木
質
部
を
切
り
離
す
。

　

⑥
と
⑦
の
装
置
の
設
置
数
は
、
要
求
さ

れ
る
繊
維
の
品
質
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
程

度
に
よ
っ
て
変
更
す
る
。
ま
た
、
取
り
除

か
れ
た
木
質
部
は
、
別
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ラ
イ
ン
へ
空
気
搬
送
さ
れ
る
（
図
4
）。

●
繊
維
の
仕
上
工
程

⑧
オ
ー
プ
ナ
ー

　

軟
ら
か
い
繊
維
の
か
た
ま
り（
繊
維
房
）

に
す
る
（
図
5
）。

⑨
フ
ァ
イ
ン
・
オ
ー
プ
ナ
ー

　

繊
維
の
か
た
ま
り
を
ほ
ぐ
し
て
、
生
産

性
を
高
め
る
た
め
の
装
置

⑩
コ
ッ
ト
ン
化

　

さ
ら
に
綿
状
に
す
る
た
め
の
装
置

　

繊
維
の
品
質
と
長
さ
は
、
⑧
～
⑩
の
工

程
に
よ
っ
て
、
完
成
品
の
要
求
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
一
次
加
工
ラ
イ
ン
は
、
全
長
35
～

45
ｍ
と
な
り
、
設
備
費
用
は
約
２
億
５
０

０
０
万
～
３
億
円
と
な
る
。
１
つ
の
ラ
イ

ン
で
３
０
０
～
１
０
０
０
ha�

の
栽
培
規
模

に
対
応
で
き
る
。

　

麻
は
一
次
加
工
で
の
廃
棄
物
が
ゼ
ロ
と

い
う
最
大
の
特
徴
を
持
つ
（
図
6
）。
一

次
加
工
後
の
半
製
品
の
現
地
で
の
出
荷
単

価
を
日
本
円
に
直
す
と
、
１
ｔ
当
た
り
靭

皮
繊
維
は
約
５
～
15
万
円
、
オ
ガ
ラ
は
３

一
次
加
工
ラ
イ
ン
の
大
型
設
備
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日本で
麻農業をはじめよう 10 ヨーロッパの大規模栽培の方法②

会
員
は
10
団
体
、
準
会
員
は
72
の
団
体
と

会
社
（
31
カ
国
）
に
及
ぶ
。
事
務
局
を
ド

イ
ツ
の
ノ
バ
研
究
所
に
設
け
、
毎
年
ド
イ

ツ
で
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ａ
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　

ち
な
み
に
、
正
会
員
に
な
る
に
は
８
０

０
ha�

以
上
の
栽
培
規
模
と
い
う
条
件
が
あ

る
。
２
０
１
０
年
度
で
日
本
全
体
で
は
麻

の
作
付
面
積
は
５
ha
し
か
な
い
。
８
０
０

ha�

も
栽
培
し
て
い
た
の
は
40
年
前
の
75
年

頃
ま
で
遡
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
日
本
の
規
模
の
差
を
こ
の
辺
り
で

感
じ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
の
麻
市
場
は
、
２
０
１
０
年
度
の

一
次
加
工
会
社
の
出
荷
額
ベ
ー
ス
で
50
～

60
億
円
、
栽
培
面
積
は
１
万
ha�

だ
っ
た
。

万
５
０
０
０
円
、
麻
く
ず
と
搾
り
粕
は
１

万
円
、
麻
実
油
は
１
０
０
万
円
で
、
麻
の

一
次
加
工
場
の
売
上
は
２
憶
６
３
５
０
万

円
～
３
憶
６
３
５
０
万
円
と
な
る
。
麻
繊

維
専
門
の
一
次
加
工
ラ
イ
ン
を
開
発
す
る

会
社
は
世
界
的
に
見
て
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
く
、
昔
な
が
ら
の
繊
維
機
械
メ
ー
カ
ー

が
担
っ
て
い
る
（
表
１
）。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
１
９
９
３
年
に
現

代
的
な
麻
栽
培
が
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
り
、

２
０
０
０
年
に
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ａ
（
ヨ
ー
ロ
パ
産

業
用
大
麻
協
会
）
と
い
う
組
織
が
発
足
し

て
い
る
。
こ
の
組
織
は
一
次
加
工
を
行
な

う
会
社
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
、
正

断熱材工場

・栽培面積：500ha（契約栽培）　　
・5月上旬に播種し、8～9月に収穫。3ｍに成長した後、
　麻専用コンバイン１台で麻茎と麻の実を同時収穫する

麻茎の一次加工

原
料
生
産

製

品

半
製
品

靭皮繊維
1,000t

オガラ
2,000t

自動車部品工場

搾油工場

麻実油
100t

メルセデスベンツ
（自動車の内装材）

園芸資材店
（コンポストの菌床）

畜産農家

（馬具の皮油）
（馬の蹄油）
（馬の敷藁）

建築施工
（麻壁の原料）

テルモハンフ
（住宅用断熱材）

麻くず
4,000t

麻の実 約500t麻茎 約400t

搾り粕
350t

図６：500ha 規模の麻栽培のビジネスモデル

拡
大
す
る
Ｅ
Ｕ
の
麻
市
場

図５：�分離した麻繊維は住宅用断熱材や自動車用
内装材に利用

図４：�クリーニングされたオガラはそのまま動物
用敷料として販売

図３：ベールから取り出した麻茎 図２：１次加工ライン全体

図１：Temafa 社の１次加工ライン例
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る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｉ

Ｈ
Ａ
は
欧
州
農
業
共
通
政
策
（
C
A
P
）

の
グ
リ
ー
ン
化
を
支
持
し
て
い
る
が
、
バ

イ
オ
燃
料
に
偏
っ
て
お
り
、
天
然
繊
維
へ

の
支
援
が
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
指

摘
し
て
い
る
。
麻
の
需
要
を
適
切
に
伸
ば

し
て
い
く
た
め
に
は
、
２
０
２
０
年
ま
で

に
バ
イ
オ
燃
料
が
Ｅ
Ｕ
の
燃
料
需
要
の
10

～
20
％
を
獲
得
す
る
と
い
う
政
策
誘
導
の

縛
り
を
外
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
評
価
を

し
て
い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
情
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳

し
い
こ
と
は
、「
第
10
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産

業
用
大
麻
協
会
（
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ａ
）
国
際
会
議

視
察
レ
ポ
ー
ト
（
注
１
）」
に
ま
と
め
て

紹
介
し
た
。

注
１
：�

欲
し
い
方
は
筆
者
ま
で
連
絡
の
上
、
お
求

め
く
だ
さ
い
（
３
０
０
０
円
）。 

第２回「日本麻フェスティバル」イベント

　昨年６月に栃木県鹿沼市で初めて行なわれた

「日本麻フェスティバル」。今年は10月５日(土)・

６日 (日 ) に徳島県吉野川市鴨島町の吉野川市鴨

島公民館で開催される。相撲の横綱から畳表、弓

弦、松明、鈴縄、漁網、凧糸、麻織物などが展示

され、様々な伝統文化としての麻製品を見ること

ができる。５日に日本麻文化フォーラムが開催さ

れ、翌６日には麻文化発祥の地を巡るツアーも予

定されている。

主催：吉野川コレクション 2013 実行委員会
お問い合せ・申込み：吉野川市鴨島公民館
　　　　　　　　　　（TEL：0883-24-5111）

２
０
１
２
年
度
は
１
万
４
０
０
０
ha�

に
増

加
し
、
70
～
80
億
円
市
場
と
推
測
さ
れ
て

い
る
（
表
2
）。

　

Ｅ
Ｕ
の
一
次
加
工
会
社
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
に
よ
る
と
、
麻
幹
は
、
建
築
分
野
で

今
よ
り
も
４
～
６
倍
の
市
場
に
拡
大
し
、

麻
繊
維
は
バ
イ
オ
複
合
材
料
で
約
４
倍
、

種
子
で
は
約
６
倍
の
市
場
規
模
が
期
待
で

き
る
と
い
う
。一
方
で
低
成
長
な
市
場
は
、

動
物
用
敷
料
や
紙
の
分
野
で
、
増
加
し
た

と
し
て
も
今
の
３
倍
未
満
に
留
ま
る
見
込

み
で
あ
る
。

　

麻
の
複
合
素
材
の
市
場
の
開
拓
は
、
グ

リ
ー
ン
化
の
成
功
例
の
一
つ
で
あ
る
。
ノ

バ
研
究
所
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト
（
L
C
A
）
に
よ
る
と
、
複
合
素
材

の
30
％
に
麻
繊
維
を
使
え
ば
、
温
室
効
果

ガ
ス
に
換
算
し
て
30
～
75
％
の
削
減
と
な

表１：麻繊維専門の１次加工製造ラインの開発メーカー

社名 創業 WEB サイト

Temafa Machines 社
（ドイツ） 1874 年 http://www.temafa.com

Van Dommele
 Engineering 社
（ベルギー）

1908 年 http://www.vandommele.be

Laroche 社
（フランス） 1926 年 http://www.laroche.fr

ATB 社
（ドイツ） 1992 年 http://www.atb-potsdam.de/

en.html

TCI 社
（オーストラリア） 2008 年 http://www.textilecomposite.

com.au

表２：現在の EU での麻の用途

繊維
製紙パルプ原料 55％、住宅用断熱材 26％、
複合素材（自動車内装材など）14％、その他

（栽培用マットなど）

オガラ
（麻幹）

馬の敷料 45％、他の動物用敷料 17％、建材
15％、
その他（１次加工場の熱利用、パーティクル
ボード）

繊維くず １次加工場の熱利用、猫トイレ砂など

麻の実 鳥や魚の飼料 67％、食用オイル 15％、食品
13％、その他（化粧品など）

花穂 精油、ハーブ茶などの食品、医療用原料

日本で
麻農業をはじめよう 10 ヨーロッパの大規模栽培の方法②


